第76回指定都市学校保健協議会　ポスターセッション　（堺市）

ウィズコロナで進めた歯・口の健康づくり～ＩＣＴを活用して～
　　　　　　　　　　　堺市立東浅香山小学校　学校歯科医　永橋理宏

本校は児童数551人、学級数24学級の中規模校で、大阪府学校歯科医会より「生きる力をはぐくむ歯･口の健康づくり推進事業」の指定を受け、研究を進めている。歯科保健に特化した年間計画を作成し、保健安全体育委員会で取組内容を検討し、職員会議において全職員で共有を行った。また、学校保健委員会等で学校歯科医、学校医は指導助言を行い協力しながら進めてきた。
〈実践内容〉
1） 歯の衛生指導： 堺歯科衛生士専門学校の学生による指導や、コロナ禍を機にICTを活用した動画指導を実施。
2） 学校歯科医による保健指導： 全学年向けの指導動画を作成し、各学級で指導。これにより学校歯科医と学校との日程調整が不要となった。
3） 全国小学生歯みがき大会： 5年生が参加。
4） 養護教諭・栄養教諭による指導： タブレットを活用し歯肉の観察結果をワークシートに入力できるようにした。
5） 生活アンケートの実施：タブレットを使用しFormsを用いて回答できるようにした。
〈成果と課題〉
　タブレットを活用しFormsを用いたアンケートを行うことにより各項目のクロス集計が容易になり、児童の生活の実態や背景をより深く理解することができた。
学年が上がるにつれ健康に対する興味関心の低下が見られ、低学年では意欲は持っているが具体的な行動につながっていないことがわかった。 
〈まとめ〉
ICTを活用することで、充実した歯科保健活動を行うことができた。今後も効果的にICTを活用し、児童の保健指導の活性化を図りたい。
